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慢性複雑性尿路感染症に対するcefclidinの 臨床的検討

植田省吾,野 田進士,江 藤耕作

久留米大学医学部 泌尿器科学教室*

Cefclidinの 慢 性複 雑性 尿路 感染 症 に対 す る臨床 的検 討 を行 い以 下の 結果 を得 た。

1)対 象10例 にお け る臨床効 果 で は,主 治 医判定 で著 効2例,有 効4例,や や有 効1例,無 効3

例 であ り,UTI薬 効 評価 基準 で は,著 効2例,有 効5例,無 効3例 で あ った。

2)細 菌学 的 に は21株 中16株(76.2%)が 除菌 され た。

3)副 作 用 は特 に認 めず,臨 床検 査値 上 では1例 にS-GOT,S-GPT,A1-Pの 一 過性 上昇 が認 め

られ た。
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Cefclidin(CFCL)は エー ザ イ株 式会 社 で新 し く開発

され た半合成 の注射 用 セ フ ァロス ポ リン系抗 生物 質 で

あ り,グ ラム陽性菌 お よび グラム陰性 菌 に対 し,幅 広

い抗菌 スペ ク トル を有 す る。特 に,ブ ドウ糖 非醗 酵菌

やEnterobacter,Citrobacterに 対 して も強 い 抗 菌 力 を

有 してお り,ま た,β-lactamaseに 対 して安 定 であ るた

め,従 来の抗 菌剤 よ り,さ らに難 治性感 染症 に 対 して

有用 な薬剤 であ る と期 待 され てい る1,2)。

今 回,CFCLの 慢 性 複雑 性 尿路 感染 症 に 対す る有効

性 と安 全性 につ いて検 討 を加 え たの でその結 果 につ い

て報告 す る。

昭和63年9月 よ り平 成 元年2月 までの間 に,久 留 米

大学医学部 泌尿器 科 にお いて加 療 を行 った慢 性 複雑性

尿路感染症10例 を対 象 と した。18～79歳 の 男性7例,女

性3例 であ る。投与 方法 は1回500mgを5例 に,1回1

gを5例 に,そ れ ぞれ朝 ・夕2回 点 滴静 注に て5日 間連

続投与 を行 い,効 果 の判 定お よび副作用 に つ いて検 討

した。臨床 効果 の判 定 は主治 医お よびUTI薬 効 評価 基

準(第3版)3)に 基 いて行 った。

対象10例 の詳 細 をTable1に 示 す。主治 医判 定 で は

著効2例,有 効4例,や や 有効1例,無 効3例 で あ っ

た。UTI薬 効評 価基 準 に合 致 した症例 は全例 で,そ の

臨床 効果 はTable2に 示 す ご と く著効2例,有 効5例,

無効3例 で あっ た。

膿尿 に対す る効 果 では正常 化2例,改 善1例,不 変

7例 であ り,細 菌 尿 に対す る効果 では菌 消失6例,菌

交代1例,不 変3例 であ った。疾 患病 態群 別 での 臨床

効 果はTable3に 示す ご と く第1,2,4群 は対 象症 例

はな く,第3群 での1例 は無効,第5群 では6例 中5例

が有効 以上,第6群 では3例 中2例 が有 効 以上 であ り,

単独 菌感 染症 では1例 しか症例 は ないが,こ れ は無効

で あ り,複 数 菌 感染 症 では9例 中7例 が有 効以 上 で あ

った。また,カ テー テ ル留 置例 は6例 で,著 効1例,有

効4例,無 効1例 であ った。細 菌学 的効 果 ではTable 4

の ご と くEnterococcus faecalis, Pseudomonas aer-

uginosa, Serratia marcescens 等 の21株 が分 離 され た。

グラム 陽性菌 では12株 中9株(75.0%)が 除菌 され,

E.faecalis は7株 中5株 が 除菌 され た。グラム 陰性菌 で

は9株 が分 離 され,Smrcescensの2株 は 存続 したが,

そ れ以外 のP.aeruginosa等 の5株 はすべ て除 菌 され,

全体 の 除菌率 は76.2%(16/21)で あっ た。 投 与後 出現

菌 で はTable5の ご とく3株 が分 離 され た。

MICと 細 菌学 的効 果 につ いて 見て み る と,Table6の

ご と く,グ ラム陽性 菌 の 多 くは100μg/ml以 上 で,グ ラ

ム 陰 性 菌 の 多 くは3.13μg/ml以 下 で,特 に,Paer-

ugznosa は すべ て3.13μg/ml以 下 で全株 除菌 され た。副

作 用 では 自他覚 的 に は,特 に認 めず,臨 床検 査値 上 で

は1例(症 例NO,10)に お いてS-GOTが17KUか ら120KU

へ,S-GPTが14KUか ら141KUへ,Al-Pが6.3KAUか ら

14.8KAUと 投与 後 に上昇 し,8日 後 の再検 に て,そ れ ぞ

れ25KU,41KU,15.7KAUと 改善傾 向 を示 し,本 剤 と多

分 関係 あ り と思 われ た。

CFCLは3位 お よ び7位 側 鎖 に そ れ ぞ れ4-car-

bamoylquinuclidine基 お よ び5-amino-1,2,4-thiadi-

azolylmethoxyimino基 を導 入 した新 しい注射 用抗 生

物 質 で,緑 膿菌 を含 む ブ ドウ糖 非 醗酵性 グ ラム陰性 桿

菌,腸 内細菌 に 強 い抗菌 力 を示 し,グ ラム陽性 球菌 に

対 して もceftazidime(CAZ)と 同 等 の 抗菌 力 を有 す る

とされ て い る1,2)。また,体 内動 態 で は血 中半減 期 は500

mg点 滴 静 注 時 で1.92±0.20時 間,24時 間 までの尿 中排

*〒830久 留 米市旭町67
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Table 1. Clinical summary of complicated UTI patients treated with cefclidin

CCC: chronic complicated cystitis
CCP: chronic complicated pyelonephritis

* before treatment

after treatment

** UTI: criteria proposed by the UTI Committee

Dr.: Dr's evaluation

泄 は85.9±1.9%と その大 部分 が尿 中に 排 泄 され る4)。

この よ うな特徴 を有 す る本 剤の実 際の尿路 感染症 に対

す る臨床効 果 と安 全性 につ いて検討 を行 った。今 回対

象 と したのはすべ て慢性 複雑 性尿路 感染症 で,複 数 菌

感染 例,カ テー テル留 置例 が 多い に もかか わ らず,総 合

臨床 効果 は10例 中7例 が有効 以上 と高い成績 で あった。

その一 因 として細 菌学的 効果 にお いてEfaecalis,P

aemginosaの 除菌率 が良 か ったため と考 え られた。

しか し,膿 尿の正 常化率 が我 々の検討 では10例 中2

例 と低か った ため,著 効例 が10例 中2例 に とど まった

と考 え られ,さ らに症例 の集積 が必要 で あ る と考 え ら

れ た。invitroの 成 績か ら,本 剤 と同等 か または優 れて

い ると考 え られ るCAZの 当科 での成 績5)と比較 す ると,

本剤 は,総 合 有効率 にお いてはCAZの70%(14/20)と

同 じ有 効率 で あ った が,細 菌 学 的 に はCAZが58 .3%

(14/24)の 除菌率 で あっ たこ とよ り,本 剤 の方 が より

よい成 績 であ り,特 にPaemginosaを 含 む グラム陰性

桿菌 に対す る細菌 学的効 果 は優 れて いた。 以上 のこ と
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Table 2. Overall clinical efficacy of cefclidin in complicated UTI

Bacteriological response

*regardless of bacterial count

Table 3. Overall clinical efficacy of cefclidin classified by the type of infection
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Table 4. Bacteriolongical response to cefclidin in

complicated UTI

*regardless of bacterial count

Table 5. Strains* appearing after cefclidin treatment in

complicated UTI

*regardless of bacterial count

Table 6. Relation between MIC and bacteriological response to cefclidin treatment in complicated UTI

No. of strains eradicated/no. of strains isolated

か ら,本 剤は 中等症 お よび重症 の難 治性尿路 感染症 に

対 して も充分効 果が期待 で きる薬剤 であ る と考 え られ

る。

副作用 にお いては,特 に認 めず,臨 床検査値 上 にお

いて も軽 度のS-GOT,S-GPT,Al-Pの 一過性 の上昇 が

認 め られ たのみ で,安 全 な薬剤 であ る と考 え られ る。
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CEFCLIDIN IN CHRONIC COMPLICATED

URINARY TRACT INFECTION

Shogo Ueda, Shinshi Noda and Kosaku Eto
Department of Urology, Kurume University School of Medicine

67 Asahimachi, Kurume 830, Japan

We evaluated cefclidin (CFCL), a new cephalosporin, for clinical efficacy, utility and safety in the

treatment of chronic complicated urinary tract infections.
The following results were obtained.

1) CFCL was clinically evaluated by the presiding doctors as excellent in 2, good in 4, fair in 1 and

poor in 3 cases. By the Japanese UTI Committee's criteria, it was evaluated as excellent in 2,
moderate in 5 and poor in 3 cases, with an efficacy rate of 7/10.

2) Bacteriologically, 16 (76.2%) of 21 strains were eradicated.

3) No side effects due to CFCL were observed but as for laboratory findings, transient elevation of

S-GOT, S-GPT and Al-P were observed in one case.


